
 

■□■ 

□■  各学部固有の連絡事項                              経営学部 

■□■  

１．今年度の開講科目（カリキュラム改正による科目の変更） 

学部・専攻で定められた開講科目は、履修要綱の一覧のとおりです。 

開講科目は、カリキュラム改正等の検討の中で、入学年度以降に新たに科目が追加され履修が可能になる場合や、  

科目名称等が変更となる場合があります。 

 

1）開講科目の確認 

①これらの追加や変更になった開講科目については、学内のパソコンから大学ホームページの規程（履修規程

別表第２）を確認できます。 

〔掲載場所〕大学ホームページ ⇒ 学生生活 ⇒ 生活サポート｜諸規程 

該当学部、該当入学年度の別表第２を確認してください。 

②カリキュラム上設置されている科目でも、時間割編成の事情により休講となる科目があります。次の休講科目

一覧で確認してください。 

③教養特講・専門特講は、特別な課題・テーマとして開講する科目のため、年度ごとに開講します。 

テーマは科目名についている（  ）内で確認することができます。 

 

2）休講科目一覧 

2026年度に休講となった科目は次のとおりです。 

教養特講・専門特講など、（ ）の内容が異なって複数開講される科目については、時間割索引で今年度開講さ 

れる授業科目を確認してください。 

 

統計学A WebプログラミングⅡ 保険論Ⅰ

統計学B 情報処理演習Ⅰ 保険論Ⅱ

情報社会科学Ａ 情報処理演習Ⅱ 情報社会経済論Ⅰ

情報社会科学Ｂ データ分析法Ⅰ 情報社会経済論Ⅱ

環境科学A データ分析法Ⅱ 国際金融論

環境科学Ｂ 決定の科学Ⅰ 貿易商務論Ⅰ

代数学 決定の科学Ⅱ 貿易商務論Ⅱ

数学概論Ａ 情報ネットワーク論 外書講読Ⅱ

数学概論Ｂ 人工知能 メディア論

物理学A ディープラーニング アナウンス演習Ⅰ

物理学B 税務会計論Ⅰ・Ⅱ アナウンス演習Ⅱ

コミュニケーション能力を磨こう 監査論Ⅰ 観光英語

人材マネジメント論Ⅰ 監査論Ⅱ エコツーリズム

人材マネジメント論Ⅱ 商学総論Ⅰ ホスピタリティ論Ⅰ

財務管理論 商学総論Ⅱ ホスピタリティ論Ⅱ

管理工学Ⅰ 銀行論Ⅰ ホスピタリティ論Ⅲ

管理工学Ⅱ 銀行論Ⅱ ビジネスマナーⅠ

プログラミング言語論 金融論 ビジネスマナーⅡ

WebプログラミングⅠ ＡＩとフィンテック

科目名



3）コース変更の手続き 新２年生のみ 

経営学部新２年生でコース変更を希望する場合は、下記の通り所属コースを変更してください。 

現在の所属コースはポータルの「Web履修申請」の「履修チェック結果」にも記載されています。 

変更期間 履修登録期間①及び②の履修登録受付時間内 

変更方法 ポータルの「Web履修申請」メニューの「コース選択」 

注意事項 ・今回の登録内容でコースが確定します。 

・変更しない学生は、この手続きは必要ありません。 

・期間以降の変更は一切受付けません。 

やむを得ない理由でこの期間にポータルより変更ができない場合は、事前に教務課まで連絡してください。 

 

4）後期学業特待優遇措置について （2025年度生のみ） 

対象の資格試験に合格または条件を満たし、かつ申請期間内に教務課に申請した学生は、随意科目として

GPAの計算に追加されます。希望する学生は、以下をよく確認し、申請してください。 

 

（１）対象資格 

①日商簿記検定（最大 6単位認定）（注）同一級の合格については、重ねて算入対象としません。 

3級を取得した場合 S評価 2単位 

2級を取得した場合 S評価 6単位 

 

②MOS検定（ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ・ｴｷｽﾊﾟｰﾄ等のﾊﾞｰｼﾞｮﾝに関係なく取得すれば認定対象。最大 6単位認定） 

（注）バージョン及びレベルに関係なく、同一科目の合格については、重ねて算入対象としません。 

Word S評価 2単位 

Excel S評価 2単位 

Power Point S評価 2単位 

 

③TOEIC（最大で 6単位認定） 

（注）TOEIC公開テスト及び IPテストともに申請対象とします。ただし、複数回の申請がなされた場合、最も高

い得点を採用します。 

400点以上 449点以下 S評価 2単位 

450点以上 499点以下 S評価 3単位 

500点以上 549点以下 S評価 4単位 

550点以上 599点以下 S評価 5単位 

600点以上 S評価 6単位 

 

（２）申請期間 

2026年 12月 1日(月)～2027年１月 20日(水) 

 

（３）申請方法 

ポータルの指定リンク「後期学業特待優遇措置申請」より申請してください。 

単位認定願 大学の所定用紙 

各資格の合格証明書 ①日商簿記検定 合格証明書のＰＤＦ 

②MOS検定 合格証明書（デジタル認定証）のＰＤＦ 

③TOEIC ＴＯＥＩＣ（正式なスコア表）のＰＤＦ 



（４）その他 

・合格証、スコア表の原本は各自で卒業まで保管しておいてください。 

・付与する単位数は後期学業特待判定の GPA計算に用い、卒業所要単位数には含まれません。 

・認定の結果は、後期成績発表後の成績情報（または成績証明書）で確認してください。 

・大学入学前に上記資格を取得している場合も申請が可能です。 

 

5）インターンシップⅡ・Ⅲについて 

「インターンシップⅡ」、「インターンシップⅢ」は履修登録をしない申請科目です。希望する学生は、以下をよく確

認し、申請してください。 

 

（１）申請条件 

以下の条件をすべて満たしている必要があります。 

①「インターンシップⅠ」の単位を修得済み、もしくは今年度前期履修中であること。 

②「インターンシップⅡ」「インターンシップⅢ」の両方が未修得であること。 

③ 2026年７月１日（水）～2026年９月 30日（水）までに実施のものであること。 

④ ５日間以上かつ、日程の半分以上が就業体験であること。 

※『１DAY インターンシップ』等、実施期間が５日間未満のものは申請の対象外となります。 

⑤ ３親等内の親族が経営または勤めている企業でないこと。（申請不可） 

⑥ 内定、内々定となっている企業でないこと。（申請不可） 

⑦ インターンシップの実施日数・実習時間数の合計が下記の認定基準を満たしていること。 

 

【認定基準】 実習日数（かつ実習時間）によりⅡ・Ⅲのどちらかが認定となります。(上限２単位) 

インターンシップⅡ（２単位） 実習日数 10日以上（かつ実習時間 60時間） 

インターンシップⅢ（１単位） 実習日数５日以上 10日未満（かつ実習時間 30時間） 

 

（２）申請期間・申請方法 

 【インターンシップ実施前の事前申請】 

・2026年度申請期間：2026年６月 1日(月)～９月 30日(月) 16時 45分まで  

・上記の期間内に「インターンシップ実施連絡書」をインターンシップ開始の２週間前までに教務課窓口へ提出し

てください。その際に、実施日数・日時が確認できるものを添付してください。 

 【インターンシップ実施後の報告】 

・実施後、2026年 10月 30日（金）16時 45分までに「インターンシップ体験報告書」 

「インターンシップ単位認定願」を教務課窓口へ提出してください。 

 

（３）その他 

・認定された「インターンシップⅡ・Ⅲ」の単位数は、年間履修上限単位数に含まれません。 

（年間 40単位履修登録していても、申請することができます。） 

・申請する際は、必ず事前に「シラバス（講義概要）」を確認してください。 

・審査により認定された単位は、成績通知表に「Ｎ」と表記されます。 

・認定の結果は、後期成績発表後の成績情報（または成績証明書）で確認してください。 
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□■  時間割の見方・注意事項                        経営学部  

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■□■  

１．項目および表示について 

（１）時限 

 

 

 

 

 

 

（２）開設 

時限ごとに上から、通年・前期・後期の順に記載しています。 

通年・・・通年開講科目   前期・・・前期開講科目   後期・・・後期開講科目 

＊一部の集中講義科目の授業実施期間については、別途掲示等で案内しますので、確認してください。 

 

（３）履修年次 

科目は開設ごとに、履修年次順に記載しています。 

必修科目、選択必修科目については定められた学年で確実に単位を修得するよう心がけてください。 

＊上級年次の学生が下級年次の授業科目を履修することはできますが、下級年次の学生が上級年次の授業科目を履修す

ることはできません。 

＊年次指定のない専門科目にも、段階を踏んで履修する方が学修効果の上がる科目も含まれていますので、初回授業に

出席するとともに、『シラバス（講義概要）』を熟読し、履修上の注意に留意して履修登録してください。 

＊科目によっては履修登録できる年次が別に指定されている科目もありますので、備考欄を確認してください。 

  

（４）記号  

科目区分や学年で、履修登録上、注意する科目に記号を記載しています。 

○年必修・・・・該当年次での必修科目 

○年選必・・・・選択必修科目に記載 

○年～・・・・・カリキュラム表の履修年次と異なる履修年次が指定されている科目 

◆教職○年・・・該当学年で教職課程履修者のみ履修できる科目 

 

（５）クラス 

必修科目や第二外国語Ⅰ（１年次）については、あらかじめ履修クラスを指定しています。時間割を確認の上、該当クラスの

授業を履修登録し、出席してください。 

＊「履修クラス」は履修配当年次（入学年度）に所属している学生を対象とします。 

 

【クラス指定科目】 

履修クラスが指定されている科目については、時間割を確認の上、該当クラスの授業を履修登録し、出席してください。 

（注１） 留学準備英語クラスの1年次の履修クラスはU・Vとなります。ただし、語学の授業は①～③クラスにクラス分けさ

れますので注意してください。 

（注２） OralⅡA・Bの履修について：第二外国語が「留学準備英語」のU・Vクラスの学生は①～③クラスの授業を履修 

してください。履修できるクラス指定は掲示で発表します。 

 

 

 

１時限 ９：００～１０：３０ ３時限 １３：００～１４：３０ 

２時限 １０：４０～１２：１０ ４時限 １４：４０～１６：１０ 

昼休み １２：１０～１３：００ ５時限 １６：２０～１７：５０ 

  ６時限 １８：００～１９：３０ 



【必修科目および第二外国語Ⅰ（１年生次）の履修クラス】※配当学年で履修する場合 

履修年次 履修クラス 学年別必修・選択必修科目 

１年 
Ａ～Ｔ 

Ｕ・Ｖ（注１） 

基礎ゼミナール 

第一外国語(OralⅠA・ⅠB、ReadingⅠA・ⅠB) 

第二外国語(ドイツ語ⅠA・ⅠB、フランス語ⅠA・ⅠB、中国語ⅠA・ⅠB、 

スペイン語ⅠA・ⅠB、韓国語ⅠA・ⅠB、留学準備英語A・B) 

経営情報科学Ⅰ・Ⅱ 

経営学、国際経営論、会計学 

２年 
Ａ～Ｔ 

①～③（注２） 
OralⅡA・ⅡB  

- 再 再履修・未修得者用のクラス 

    

【履修クラス「指定無し」科目】   

特に履修クラスの指定が無い必修科目は、時間割を見て選択してください。 

ただし、週２回開講授業については、曜日・時限の組み合わせを変えて履修することはできません。 

 

【留学生の必修科目】 

留学生の第一外国語（必修科目）は日本語ⅠA・ⅠB、日本語ⅡA・ⅡB、（２年次/日本語ⅢA・ⅢB）です。時間割を確認し、

履修登録してください。 

第２外国語の英語ⅠA・ⅠB は留学生用の選択必修科目となります。母国語以外の第二外国語を履修することもできます

ので、希望する場合は事前に教務課まで申請してください。 

 

【必修科目の再履修・未修得】 

・科目によっては「再履修クラス」を設けています。 

・必修科目が配当年次で未修得の場合に、通常クラスの授業を指定された場合は、その授業を履修してください。 

・履修クラスの指定が無い科目は、全ての対象学生が履修することができます。履修クラスの有無については、別途案内を

確認してください。 

週２回開講授業については、曜日・時限の組み合わせを変えて履修することはできませんので、注意してください。 

・前期に設定されている必修科目の単位を未修得（失格・不合格・未履修）の場合、後期に同じ科目が設定されている場合

は、履修することができます。ただし、前期不合格分の単位を上乗せして登録することはできません。 

（履修登録の年間上限 ４０単位） 

 

（６）講義コード・科目名 

同じ科目名でも授業によって講義コードが異なります。 

また、カリキュラムによって「科目名」が異なる場合があります。時間割を確認する際は、自分の入学年度のカリキュラムに従

って確認してください。 

 

（７）担当教員 

授業を担当する教員名を記載しています。１科目を複数教員で担当している場合、併記またはグループ名で表示しています。

また、同一科目名で複数コマ開講されている科目を履修する場合は、担当教員をよく確認してください。 

 

（８）単位 

各授業科目に定められた単位数です。週２回の科目は時間割に２行記載されていますが、修得できる単位数は合計したも

のではありません。 

 

 

 



（９）校舎 

授業の開講キャンパスを記載しています。 

昼休みを挟む場合を除き、連続した時限で異なるキャンパスの科目を履修登録することはできません。 

 

（10）教室名 

主に使用する教室・場所を表示しています。科目の性質上、授業内容や天候等によって変更されることがあります。 

担当教員から次回授業の教室・場所の指示を受けるとともに、教室変更に注意してください。 

 

（11）制限人数・標準収容人数 

授業の性質や設備等などにより、制限人数を設定している科目があります。 

履修希望者が「制限人数」欄にある数字（定員）を超えたときは、抽選となります。 

＊空欄の科目は、履修希望者が１８０人（最大教室の標準収容人数）を超えた場合に抽選となります。 

＊今年度の人数制限科目は、本冊子「４．人数制限授業一覧」に記載されているとおりです。なお、抽選方法・科目などに変

更があった場合はポータル等でお知らせしますので、確認してください。 

 

（12）備考 

カリキュラム表の履修年次と異なる履修年次や人数制限がある科目について、記載しています。主に次のような注意事項

が記載されています。 

留学生科目    ・・・・ 留学生のみ受講可能科目 

人数制限      ・・・・ 受講者数を制限する科目 

特別年次指定  ・・・・ カリキュラム表の履修年次と異なる学年の履修年次が指定されている科目 

 

（13） 連結開講 

第二外国語ⅠA・ⅠB や専門科目など週２回開講する連結開講科目について、開講される曜日・時限の組み合わせを授業

時間の早い順に記してあります。同一科目名・担当者で複数開講されている科目もありますが、異なる曜日・時限での組み

合わせの履修はできません。 

 

 

２．複数開講されている科目 

複数開講されている同一名称の科目は、いずれか 1 科目しか履修できません。ただし、一部複数履修が可能な科目もありま

す。詳細は履修要綱で確認してください。 

  例）「国際関係論」・・・（ ）の地域が異なる場合 

外書講読Ⅰ・Ⅱの担当者が異なる場合 

教養特講・専門特講の（ ）内が異なる場合 

 

 

３．集中講義・随意科目 

集中講義や、一部の随意科目の開講日程は別途案内します。 

 

 

４．他学部履修科目 

今年度履修できる他学部の科目は、時間割の備考欄に「他学部等科目」と記載されています。履修方法の詳細については

「履修登録の手引き」で確認してください。他学部履修科目を履修できる学生は2022～2025年度入学の学生となります。 

他学部履修科目が多人数履修により抽選になった場合には、開講学部の学生が優先的に履修可能になりますので、 

必ず抽選結果を確認してください。他学部履修科目の抽選については、「履修登録の手引き」 Ⅳ履修登録に関する諸注意を

確認してください。 

 

 



５．年間スケジュール（授業期間、休日の授業実施など） 

授業期間や休業期間等の今年度のスケジュールについては、大学ホームページ（ ＞学生生活 学事日程 ）や学生手帳に掲

載されています。通常の授業期間以外に平常授業を実施することがありますので確認してください。曜日振替の授業は記載さ

れている曜日の授業を実施しますので、注意してください。 

 

 

６．その他 

時間割および受講者制限など、履修に関して変更があった場合は、ポータル等でお知らせします。 

 

履修登録全般について不明な点等がある場合は、随時担当学部の教務課で履修相談を受け付けています。履修相談の際は、

「時間割」「履修登録の手引き」「履修要綱」を持参してください。 

 

 時間割・履修登録について不明な点は教務課で確認してください。  







（参考）　2025年度　抽選実施授業科目一覧

【2025年度　前期科目】 【2025年度　前期科目】

科目名 担当教員名 ｷｬﾝﾊﾟｽ 科目名 担当教員名 ｷｬﾝﾊﾟｽ

歴史学Ａ 小島　望 本 メディアリテラシーⅠ/（他） 狐野　由久 本

地理学Ａ 岩谷　恭弥 本 ジャーナリズム論Ⅰ 狐野　由久 本

地理学概論（地誌を含む） 岩谷　恭弥 本 アニメプロデュース論 藤井　健 本

日本史概論/（他） 正田　浩由 大行寺 デザイン概論Ⅰ 成田　博志 本

倫理学Ａ 柵瀨　宏平 本 民法Ⅱ（物権総論） 川上　生馬 本

倫理学概論 伊藤　功 本 知的財産権 黒川　朋也 本

哲学Ａ 永野　潤 本 行政学 岩﨑　忠 本

国語表現法Ａ 本橋　幸康 大行寺 地方財政論 藤井　亮二 本

国語表現法Ａ 村上　倫子 本 専門特講Ⅰ(公務員実務講座) 田辺　治 本

美学Ａ 益田　勇一 本 専門特講Ⅰ(プライバシーと法) 石原　悠大 本

比較文化論Ａ/（他） 范　力 本 比較教育論 島埜内　恵 大行寺

比較文化論Ａ/（他） 齋藤　正憲 大行寺 教育の測定と評価 平田　乃美 大行寺

文化人類学Ａ/（他） 齋藤　正憲 大行寺 教育の倫理学 永野　潤 大行寺

文化人類学Ａ/（他） 齋藤　正憲 本 家族社会学 新谷　由里子 大行寺

社会学Ａ 川上　代里子 本 環境心理学 平田　乃美 大行寺

社会学Ａ 新谷　由里子 本 専門特講(学校の危機管理) 金井　正 大行寺

心理学Ａ 湯川　進太郎 本 専門特講(学校感染症の対処法) 岡田　晴恵 大行寺

心理学Ａ 山本　良子 大行寺

心理学Ａ 綾部　早穂 本

社会心理学Ａ 関谷　大輝 本

社会心理学Ａ 津村　健太 大行寺

日本国憲法 石原　悠大 大行寺

生物学Ａ 岡田　晴恵 大行寺

生物学Ａ 岡田　晴恵 本

科学史Ａ 柵瀨　宏平 本

キャリアデザインⅠ(入門) 力石　正弘 本

キャリアデザイン/ キャリアデザインⅡ(基礎) 力石　正弘 本

健康と運動の科学/健康科学 岩渕　健輔 本

教養特講（現代日本の政治と外交） 川上　高志 本

教養特講（生命のフィロソフィー） 岡田　晴恵 本

教養特講（生活のためのお金の知識講座） イオン（株） 本

経営史Ⅰ 長井　景太郎 本

公益事業論Ⅱ 蟻生　俊夫 本

企業ネットワーク論Ⅰ 仁平　晶文 本

マーケティングⅠ 内堀　敬則 本

ﾏｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 川上　高志 本

流通論Ⅰ 青﨑　智行 本

広告論Ⅰ 青﨑　智行 本

金融政策 嶋中　雄二 本

観光ビジネス概論 石川　桂 本

国際関係論（ヨーロッパ） 山崎　純 本

国際関係概論 山崎　純 本

国際地域マネジメント 内堀　敬則 本

インターンシップⅠ 栗原　栄美 本

エンタテインメント構造論Ⅰ 菅野　嘉則 本

経済と現代社会/（他） 山田　徳彦 本

専門特講（資本市場の役割と証券投資） 野村證券 本

マナーの基本 伊藤　京子 本

専門特講（スポーツ組織論） 岩渕　健輔 本

専門特講（メディアリテラシー実践） 下村　健一 本

専門特講（ホテルマネジメント論） 石川　桂 本

 2025年度（昨年度）に履修希望者が180名を超えたため抽選を実施した科目の一覧です。（全学部開講科目、他学部履修科目含む） 

 ※2026年度に2025年度と同じ形態で開講されるとは限りません。



【2025年度　後期科目】

科目名 担当教員名 ｷｬﾝﾊﾟｽ

地理学Ｂ 岩谷　恭弥 本

倫理学概論 伊藤　功 本

哲学Ｂ 永野　潤 本

哲学概論 永野　潤 本

国語表現法Ｂ 本橋　幸康 大行寺

国語表現法Ｂ 村上　倫子 本

比較文化論Ｂ/（他） 齋藤　正憲 大行寺

文化人類学Ｂ/（他） 齋藤　正憲 大行寺

文化人類学Ｂ/（他） 齋藤　正憲 本

社会学Ｂ 新谷　由里子 本

心理学Ｂ 湯川　進太郎 本

心理学Ｂ 山本　良子 大行寺

心理学Ｂ 綾部　早穂 本

社会心理学Ｂ 関谷　大輝 本

社会心理学Ｂ 津村　健太 大行寺

化学Ａ 髙林　久美子 本

化学Ｂ 髙林　久美子 本

生物学Ｂ 岡田　晴恵 大行寺

生物学Ｂ 岡田　晴恵 本

科学史Ｂ 柵瀨　宏平 本

キャリアデザインⅡ(基礎)/キャリアデザイン 力石　正弘 本

健康と運動の科学/健康科学 山越　章平 本

健康と運動の科学/健康科学 荒井　信成 本

健康と運動の科学/健康科学 岩渕　健輔 本

教養特講(病と癒しの人間史) 岡田　晴恵 本

教養特講（現代日本の政治と外交） 川上　高志 本

教養特講（文学で読み解く環境問題と病い） 岡田　晴恵 本

企業ネットワーク論Ⅱ 仁平　晶文 本

マーケティングⅡ 内堀　敬則 本

流通論Ⅰ 青﨑　智行 本

流通論Ⅱ 青﨑　智行 本

広告論Ⅱ 青﨑　智行 本

観光ビジネス概論 石川　桂 本

キャリアデザインⅢ(実践) 力石　正弘 本

国際関係論(アメリカ) 山崎　純 本

エンタテインメント構造論Ⅱ 菅野　嘉則 本

マナーの基本 伊藤　京子 大行寺

専門特講（スポーツ組織論） 岩渕　健輔 本

専門特講（国際連合と日本） 山崎　純 本

専門特講（メディアリテラシー実践） 下村　健一 本

専門特講（ホテルマネジメント論） 石川　桂 本

メディアリテラシーⅡ/（他） 狐野　由久 本

ジャーナリズム論Ⅱ 狐野　由久 本

デザイン概論Ⅱ 成田　博志 本

地域福祉論 長谷川　万由美 本

専門特講Ⅰ（ジェンダーと法） 茂木　明奈 本

福祉とボランティア 若倉　健 大行寺


